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	応用
	抗原情報
	背景
	S100カルシウム結合タンパク質A1（S100A1）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、2つのEFハンドカルシウム結合モチーフを含むS100タンパク質ファミリーのメンバーです。S100タンパク質は、様々な細胞の細胞質および/または核に局在し、細胞周期の進行や分化など、多くの細胞プロセスの調節に関与しています。S100遺伝子は少なくとも13のメンバーから成り、染色体1q21上にクラスターとして位置しています。このタンパク質は、Ca2+誘導性Ca2+放出の刺激、微小管形成の阻害、およびタンパク質キナーゼCを介したリン酸化の阻害に機能すると考えられます。このタンパク質の発現低下は、心筋症に関連していることが示唆されています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：カルシウムとは弱く結合するが、亜鉛とは強く結合する。各モノマーには、両イオンに対して異なる親和性を持つ明確な結合部位が存在する。生理的濃度のカリウムイオンは、両方の二価陽イオンの結合を拮抗させ、特に高親和性のカルシウム結合部位に影響を及ぼす。,類似性：S-100ファミリーに属する。,類似性：2つのEFハンドドメインを含む。,サブユニット：2つのα鎖、2つのβ鎖、または1つのα鎖と1つのβ鎖からなる二量体。,組織特異性：心臓に多く存在する。また、骨格筋や脳にも少量存在する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	S100 A1抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	S100 A1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	S100 A1抗体を用いたA549細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	S-100αポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

